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【発表概要】 

特許調査において引用情報と特許公報の類似度を組み合わせて利用して調査精

度の向上と調査の効率化を検討した。 

最初に予め登録になった注目特許を選び商用データベースで引用マップと類似検

索機能を検討した。①引用マップ（審査官引用）の集合と②類似検索の集合を比較す

ると類似検索の集合に含まれる引用特許は意外に少ないことが判明した。引用文献

は審査の過程で発明のポイントが近いとして実際に使われた公報である。ただ引用情

報（審査官引用）は審査が進む過程で発生するためかなりのタイムラグがある情報で

あり公報発行直後の段階ではあまり使えない。また審査されない公報には引用情報は

無い。この引用情報の無い場合でも公報間の類似度を計算し類似の公報からスクリー

ニングすることによる精度向上と効率化を検討した。 

引用情報と公報の類似度の応用として公報の位置関係を 3次元空間上にプロットし

そこに引用/被引用関係をライン表示させて同時に可視化するマップ作製方法を工夫

した。 

 

 

 

 

 

【キーワード】 

特許情報解析，審査官引用，引用マップ、類似検索、概念検索、形態素解析，テキス

トマイニング，ネットワーク分析 



 

2 

１．はじめに 

最近の企業活動のグローバル化に伴

い世界の特許出願も増加している。図１

にファミリー中の最初の優先日が 2012

年の世界の特許出願のグラフを示す。

発明をファミリー単位にまとめたデータベ

ース（Questel 社 Orbit.com）のデータを

使用して最初の優先国の上位 10 ヶ国を

集計したものである。トータル 1942693件

のファミリーの内 56%が中国(CN）で出願

されている。以下同様に日本（JP）12%、

米国（US）8%、韓国（KR）7%、ドイツ（DE）

3%である。発明のファミリー単位とは CN

の実用新案１件でも世界の数十か国に

出願されていても１ファミリーになり得る

可能性に注意が必要である。 

 
図１．世界の特許文献（実用新案含む） 

 

このような状況で中国特許調査の重

要性は増している。また精度が良く効率

的な調査方法が求められている。 

昨年の INFOPRO2014では「特許価

値評価の現状と課題」と題してトーク＆ト

ークが開催され、最近、経営層や知財戦

略立案者向けの企業の知財面の価値を

評価分析する手法が注目されている。こ

の分野では引用情報が重視されている。

また特定技術分野における出願人間の

引用/被引用を解析することでその分野

における競合各社の技術動向を把握し

たり引用的に影響が大きい重要特許を

抽出できる。 

INFOPRO2012-2014においてテキス

トマイニングにより中国語/日本語キーワ

ード抽出を行い特許調査に応用した事

例を紹介した 1)。今回、引用情報と組み

合わせで調査の効率化を検討した。 

 

２．目的 

特許調査においては必要な特許の検

索漏れを防ぐために網羅性を重視すると

おのずと不必要なノイズが増加する。そ

こで目的の公報を精度よく効率的に抽

出するために公報間の類似度を利用し

たフィルター（絞込み）やソート機能を検

討する。引用情報が得られるものは利用

する。 

なるべく汎用性があり誰でも出来るよう

な方法を目指す。 

 

３．方法 

最初に商用データベースの引用マッ

プと類似検索の機能概要を把握して参

考にした。特定の注目特許を設定し実

際の使用場面を想定して検討を行った。

注目特許は特許 3872179（車両の衝突

防止装置）として商用データベースで引

用マップ、類似検索行い検索結果を解

析した。 

商用データベースは下記を検討した。

NRIサイバーパテントデスク 2、Questel 

社 Orbit.com、発明通信社 HYPAT-i2、

日本パテントデータサービス JP-NET（サ

イテーションマップ）。 

公報間の類似度情報を距離に変換し

て一次元上（一軸）の線形マップ、２次元

平面上および３次元空間上のマップを検

討した。２次元、３次元座標は R言語で

非計量多次元尺度法を用いて算出して

プロットした。 

公報をノード、引用/被引用をエッジと

した引用ネットワークマップと特定の類似

度以上の公報を繋いだ類似度ネットワー

クマップを検討した。 
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（１）解析ツール 

解析には下記ツール類を使用した。 

・PatAnalyzer 中国語/日本語解析ツー

ル（自作） 

・MeCab：日本語形態素解析器 2) 

・saezuri lite（自然言語処理支援ライブラ

リ 3） 

・IKAnalyzerNet：中国語分詞ライブラリ 4) 

・SimCalc1 類似度計算プログラム（自

作） 

・R言語：統計解析 5) 

・Cytoscape：ネットワーク分析 6) 

解析処理の概要を図 2に示す。 

 
図 2.解析処理の概要 

 

（２）PatAnalyzer 中国語/日本語解析ツ

ール 

 
図３．PatAnalyzer中国語/日本語解析ツ

ール 

 

プログラミング言語 C#で自作したキー

ワード解析ツール PatAnalyzer の画面コ

ピーを図 3に示す。中国語キーワード抽

出には IKAnalyzerNet を利用している。

日本語処理は saezuri lite（自然言語処

理支援ライブラリ）を介して利用する形態

素解析（MeCab和布蕪）、係り受け解析

（Cabocha南瓜）の機能を追加している。 

形態素の抽出と MeCabの品詞と隣接頻

度情報より求めた専門用語の抽出がで

きる。排除辞書に登録することで不要語

のノイズ除去が可能である。 

 

４．結果 

注目特許として特許 3872179（車両

の衝突防止装置）を設定して検討した。 

 

４-１．商用データベースの引用マップ 

図４に NRI サイバーパテント 2 の引用

マップ（一部抜粋）を示す。 

 
図４．NRIの引用マップ 

 

注目特許に対して引用４世代/被引用

５世代の最大 9 世代まで表示させること

ができる。引用/被引用関係を示す公報

間の線の色が下記の状態を表している。 

・拒絶理由通知（拒絶理由の引用文献

情報） 

・拒絶査定（拒絶査定の引用文献情報） 

・特許/登録査定（特許/登録査定の参

考文献情報） 

・先行技術調査（先行技術調査結果の

参考文献情報） 

拒絶理由通知や拒絶査定等、特許/
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登録査定の参考文献情報以外も表示さ

れるのが特長である。 

 

４-２．商用データベースの類似検索 

注目特許（本願）の類似検索を各デー

タベースで行い図５の引用特許４件の類

似検索における順位とスコアを調べた結

果を表１～３に示す。。 

 
図５．注目特許の引用と間接引用 

 
NRIサイバーパテントデスク2
文献 文献番号 順位 スコア
本願 特開平11-39597 － 100
引用文献１ 特開平7-225892 1145 85.2
引用文献２ 特開平8-241500 7359 79.7
引用文献３ 特開平9-123829 圏外 －
引用文献４ 特開平9-161063 235 88.1

10000件調査  
表１．NRIの類似検索結果 

 

Orbit Ver.1.9.4
XPN 順位 Relevance score
JP11039597 － －
JP07225892 38 100%
JP08241500 30 100%
JP09123829 圏外
JP09161063 3048 80%

19999件調査  
表２．Orbitの類似検索結果 
 

HYPAT-i2 抄録と請求項1,対象：全文
文献 文献番号 順位
本願 特開平11-39597 －
引用文献１ 特開平7-225892 78
引用文献２ 特開平8-241500 －
引用文献３ 特開平9-123829 －
引用文献４ 特開平9-161063 －

300件調査  
表３．HYPAT-i2の類似検索結果 

類似検索結果にはデータベースの特

徴が表れている。引用文献３はどのデー

タベースでも類似検索調査圏外である。

Orbitは類似検索に特許分類を使用して

いると予想される。 

 

4-3.引用/被引用と類似検索 

 NRI の引用/被引用マップは最大 9 世

代表示可能であり本願を注目特許とする

と国内特許 192件である。 

 ここで図５に示す間接引用は注目特許

の引用特許から被引用方向に１世代、

被引用特許からは引用方向に１世代を

加えた合計である。図 5の間接引用は説

明のために加えたもので実際には表示

されない。 

国内特許に注目して間接引用と注目特

許の類似検索を求めると下記の件数に

なる。 

①注目特許の引用マップ 国内 192件 

②間接引用１世代（①を含む） 1029件 

③注目特許の類似検索（請求項） 上位

1000件 

 
図６．引用/被引用と類似検索の関係 
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図示したのが図 6 である。注目特許を

様々な分野から選択し直したり、検索条

件を変えても類似検索結果に含まれる

引用/被引用特許は予想外に少ない。

図 6 の例では類似検索結果上位 1000

件に含まれる引用/被引用 9世代 192件

の内9件である。類似検索結果を分母に

取ると 0.9％である。間接引用 1029 件ま

で広げても4.7％である。逆に１件の審査

で引用される引用１世代を考えると非常

に少なくなる。この例では 4 件引用され

ていてそのうちの１件が類似検索の 235

位に現れる。0.1%である。ちなみにあとの

２件は 1145位と 7359位に、最後の 1件

は類似検索上位 1万件の圏外である。 

Orbit は引用文献 1、2 がそれぞれ 38

位、30位に現れる。 

審査の過程で引用される特許件数は

国や分野によっても傾向は異なる。また

類似検索と比べてそれほど多い数では

ないという性質を踏まえても一般論として

これからの特許検索システムには内部の

仕組みは問わずに類似検索（概念検

索）結果の上位に引用特許が含まれるこ

とが特許調査の効率からも望ましい。 

 

4-4. 類似度による公報関係の可視化と

引用/被引用 

図 7の左側に NRIサイバーパテントデ

スク 2 の引用/被引用マップの全体図を

示す。中心の注目特許の左側が引用特

許で右側が被引用特許である。右側は

国内の 192 件についてタイトル、要約、

請求項までのテキストデータより相互の

類似度を計算して３次元表示したもので

ある。類似度が大きい公報同士が近い

距離にプロットされるように３次元空間上

の位置を多次元尺度法で求めている。

引用を赤ライン、被引用を青ラインにして、

注目特許と直接引用/被引用関係にある

第２世代を太いラインで示している。類

似度はテキストマイニングや類似検索で

よく使われているコサイン類似度を使用

した。ブラウザで 3 次元コンピュータグラ

フィックスを表示させるための標準仕様

である WebGL7)で出力するとブラウザを

用いて３次元表示マップを閲覧できる。３

次元表示された引用/被引用マップをマ

ウスで回転させて異なる視点から眺める

ことができる。 

 
図 7．類似度による公報関係の可視化と

引用/被引用 

 

 左側の NRI の引用/被引用マップは審

査の過程で発明のポイントが近いとして

実際に使われた公報である。図右側で

先行技術調査に類似度を使用して近い

公報から確認する目的にはラインで結ば

れた公報同士が近くなるように類似度の

計算方法に更なる工夫が必要である。 

 

4-5．公報の引用ネットワーク表示 

図 8. は図 7 と同じ集合の Cytoscape

による引用/被引用のネットワーク表示で

ある。左側が全体図で右側は拡大図で

ある。 

 
図 8．Cytoscapeによる引用/被引用表示 
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ネットーワーク的な「重要度」を表す指

標として次数中心性や媒介中心性等各

種の中心性の指標がある 8)。次数中心性

(Degree Centrality)は、ある点（ノード）に

接している辺の数である。媒介中心性

(Betweenness Centrality)は、ある点がそ

の他の２点を結ぶ最短経路である度合

であり、値が大きいほど中心性が高い指

標である。中心性は重要語（特徴語）を

抽出する際の指標となる。Cytoscape で

はこれらの中心性の指標に応じた可視

化 1)も可能である。 

 

4-6．公報の類似度ネットワーク表示 

公報の類似度を使用してネットワーク

表示が可能である 1)。注目公報の近くに

ある公報から確認することで精度重視の

調査が可能になる。精度向上に向けて

特徴語抽出や用語の重み付け、ネットワ

ーク分析による公報の注目特許抽出等

をさらに検討する。 

 

５．考察 

本稿では類似度計算方法の最適化

検討を行っていない。類似度計算方法

の検討を行い洗練させることでさらなる

精度向上の余地は大きいと考えられる。 

 

６．結論 

本検討は引用情報と特許公報間の類

似度を組み合わせて利用して調査精度

の向上と調査の効率化を図ろうとするも

のである。間接引用や類似検索で調査

範囲を拡大し網羅性向上を図り、類似度、

引用の種類（文献のカテゴリリー等）、ネ

ットワークの中心性の指標等でフィルタ

ー（絞込み）やソートにより調査の精

度向上、効率化が可能である。 

 

７．おわりに 

本稿では日本語による検討を行った。

今後、中国特許調査への応用検討と類

似度計算方法の最適化検討を行い調査

手法をさらに洗練させたい。 
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